2021.5.1　浦和研究例会
5月の研究例会は、「プロから寄せられた難問」をテーマに各会員が実務で直面した事例についての研究会を行いました。
まず、所得税と消費税の事業の範囲が異なる事例では、事業性だけでなく、インボイス等今後の改正点まで含めた議論が展開されました。
次にテレワーク下での通勤定期代相当額支給が給与課税されるか否かの事例では、実際にテレワークをしている会員の実状も踏まえて考えました。
最後に会議室に設置する設備等がどの勘定科目や耐用年数になるか等の議題が出ましたが、会議用ブース等最近よく目にする資産についても話題に上がりました。
時代が変われば法律が追い付かない事例にも考えて結論を出さないといけませんが、時代の変化に応じられる姿を示せた有意義な機会となりました。
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